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●ワタリガニ（秋）
通称はワタリガニ、標準和名はガザミと

呼びます。一対の足がオールのような平ら
な形をして泳げるところが特徴です。砂泥
底に住み、昼は砂に潜み、夜に活動します。
雌は６月～９月に2～3回抱卵し、ふ化し

た稚ガニを海中へ放出します。水温がさが
る晩秋になると甲羅が硬くなり、身も詰ま
り旬となります。湯でたり、蒸して食しま
す。鍋物に入れるとダシがでて美味です。

須磨海浜水族館（スナメリ文章・写真）光都農林振興事務所（播磨の旬の魚写真文章確認）兵庫県漁業協同組合連合会（ワタリガニ写真）明石浦漁業協同組合（播磨の旬の魚写真）山本一潔（シバナ文章・写真）
和田太一（ハクセンシオマネキ写真）

甲羅の幅が２cm足らずのカニです。名前
の由来は、繁殖期（多くは６月～８月）にオス
が極端に大きい片方の鋏脚を振り動かす求
愛行動が白扇を振って潮を招く様から言わ
れています。西播磨では、たつの市の富島川
河口域の泥ま
じりのやや堅
い砂浜や転石
地帯などに穴
を掘って暮ら
しています。

シバナとは、塩田の辺、塩湿地、干潟の端
に多くみられた植物です。　近代化ととも
に、塩田や、塩湿地、干潟も少なくなり、シ
バナの生育場所も激減し、いつしか私たち
の目の前より姿を消そうとしており、兵庫
県では、相生
湾に３カ所残
っている状態
です。

1.

2.

　  坂越のストーリー
   坂越港では、船舶の風よけに適した生島

（樹林は国天然記念物）があり、高瀬舟が

往来した千種川にも近い坂越が寄港地とし

て栄えた。船舶管理を行った「旧坂越浦会所」

（市有形文化財）、船乗りの賃銀を記した「船

賃銀定法」（同）、航海中に死亡した人を埋

葬した「黒崎墓所」（県史跡）など関連の文

化財が現存し、廻船業の繁栄とともに伝承

されてきた「坂越の船祭」は国無形民俗文

化財となっている。

　  日本遺産とは
   地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の

文化・伝統を語るストーリーを「日本遺産

（Japan Heritage）」として文化庁が認定す

るものです。

　  日本遺産に認定された北前船　
   『荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空

間～北前船寄港地・船主集落～』

日本遺産

ゴミは持ち帰りましょう。
空き缶やビニール袋はもちろん、
余った釣り餌も持ち帰って処分しましょう。

野鳥や漁業施設への被害が増えています。
持ち帰って処分しましょう。

釣り具を捨てないようにしましょう。

漁師の邪魔をしないようにしましょう。

不法係留はやめましょう。

作業場はもちろん、
漁具などにも近づかないようにしましょう。

プレジャボートを港などに係留するときは、
マリーナなどの施設管理者に問い合わせましょう。

駐車は禁止です。
車の駐車は近所や交通の
迷惑にならないようにしましょう。

このマップは、たつの市・相生市・赤穂市の臨海部『なぎさ回廊』
の“みどころ”、“遊びどころ”をご紹介します。皆様の訪れを
お待ちしています。

西播磨地域には、県内随一
を誇る新舞子の干潟、歴史に
登場する室津・坂越・赤穂な
ど多種多様な『なぎさ』が存
在します。また、海水浴場や
海浜公園などのレジャー施
設、海の豊かさがもたらす食
材の数々や、四季折々の変化
に富む景観スポットを多く抱
えています。

当連絡会は、西播磨の海に接した「たつの市」「相生市」「赤穂市」3エリア
が連携し、そこに点在する10の海の茶舎を中心に、豊かな自然が生み出す
産物、歴史文化、自然環境、地域活性化のための様々な楽しいイベント、
コミュニティー創りの発信を続けています。

https://web.pref.hyogo.lg.jp/whk12/wh04_1_000000122.html


